
本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。 
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。 

元気会 〒714-0085 笠岡市四番町3-20 ℡６３-０９１１ HP http://kasaoka-genkikai.com 

（「元気会」の事務所は、笠岡グランドホテル正面です 気軽にお立ち寄りください） 

       昨年の第１回目の 

      大好評を受け、今年 

      は10月19日(水)開催 

      が決まりました。 

       出場歌手も、男女

各50組の100人となり、カラオケ連

盟を中心に、続々と熱い申込みが

元気会に届いています。10月には

熱い歌声が響きます。 

 元気会が事務局を担当した

笠岡の夏の風物詩、〝よっち 

ゃれ〟は、花火大会の前週祭

として７月23日に開催。ＣＡ

ＴＶの生中継のもと、大熱狂

でした。（特集は別紙） 

イベント当日まで

には、100万本のひ

まわりがあつく咲

きます。 

元気会の幹事  

加藤秀雄さんのお店です。 

レディース専門店。女性の方は 

８／６までにあつく丸幸へ。 

 笠岡初のオリンピック選手・

長迫吉拓選手が特集されます。 

 オリンピック本番、決勝は 

日本時間８月20日(土)の 

     深夜１時30分です

 高校生のスポーツの祭典、インターハイ

の重量挙げ会場が笠岡市となっています。

全国各地から400人を超す高校生が来笠で

す。高校生と出会ったら、みな 

さん、暖かく〝おいでんせぇ〟 

とのおもてなしを。 



これを見ないと 

笠岡の夏は… 

 平成23年８月にオープンした干

拓の「道の駅 笠岡べいふぁー

む」は、今年で５年目。 

 県下で16箇所ある道の駅の中で

は、ダントツの来客者・売り上げ

を誇る、今では笠岡の名所となっ

ています。 

 その５周年のイベントには、歌

手の希元奈緒さんや元気会芸能人

らの参加で盛り上げました。 

 公立保育所退職者でつくる〝ひ

なぎくの会〟は、今なお東北支援

を継続されている、明日への架け

橋へ、〝風化させてはならない〟

と協力金を。ありがたいことです。 

 スイス合宿 

中から日本選 

手権出場のため帰国。 

 その足で７月４日、小林市長・

父親の有ニさんと記者発表。「メ

ダルを目指す」と力強く決意。 

 同夕方は、笠岡グランドホテル

で、地元大島、同級生や応援する 

各界の方々、約500人が参加して

の〝長迫吉拓を応援する会〟が開

かれ、今や笠岡は、長迫一色です。 

 県内16箇所あ 

る道の駅を全て 

行ってみようと 

高齢者パワーを発揮。 

 邑久の一本松道の駅とかもがわ

円城道の駅へ。先ずは小手調べ。 

 浄心寺から遍 

照寺まで、笠岡 

の歴史を歩きます。 

詳細は別紙。 
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